
 
 
 
 
 

 
 
 
 

清作は、１歳半の時、囲炉裏に落ちて左手の５本の指がく

っつく火傷を負います。三ツ和小学校では、そのことであだ

名もつけられ、からかわれたりと、今風に言えば「いじめ」

を受けます。それも酷く。 

母は、清作を不憫にも思いますが、本人のために厳しい選

択を授けます。曰く、「左手の障害は農作業に厳しい。学問

で身を立てなさい。」 

 清作は、根が素直だったのでしょう。母の期待に応えるた

めによく努力をします。しかし、家が貧しかったので高等小

学校への進学を諦めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 清作は優秀でしたので、師がその才を惜しみ、私財をなげ

うって学業を支援します。第一の転機が猪苗代高等小学校へ

の進学だとしたら、第二の転機は、左手の手術を受けること

ができたこと。 

 こちらは、恩師、学友の尽力です。結果、アメリカ帰りの

医師・渡部鼎の手術を受け、不自由ながらも左手の指が使え

るようになりました。その時、医学の素晴らしさに目覚め、

医師を志します。 

 十九歳、郷里の福島を発ち上京。その時、生家の柱に刻み

付けた言葉が、 

 「志を得ざれば、再び此地を踏まず」 

 

上京の目的は、「医師国家試験」のため。「此地を踏まず」

とは、勇壮さと悲壮さを感じさせますが、尋常の覚悟ではあ

りません。母、師、友への並々ならぬ感謝の意であり、自身

への鼓舞であり、戒めでもあったのでしょう。前半の「志を

得る」との言は、若者らしく簡潔明瞭です。 

 

「自分が取るべき行動を宣言することは効果がある」と心理 

 

 

 

 

 

 

 

 

学においても解明されています。前号でも触れましたが、ゆ

えに、学校では、折々に目標を書きます。 

 ・行動が発生する 

 ・脳が実現しようとする 

 ・自分の言動に一貫性を保つ心理が働く ・・・等  々

清作は、知ってか知らでか、実践したことになります。 

 

 もう一つ。・・・・・・・それは、野口英世の母のこと。 

功成り名を遂げた息子・英世への手紙が現存しています。野

口英世の業績は、人後に落ちない輝かしいもの。勝手に解釈

していますが、母の生き方が大きな影響を与えた、と。 

 

 ３日は、「節分」。４日は、「立春」、春はもうすぐ。 

先月 31日、「新入生保護者説明会」、新年度も間近です。つ

くづく感じるのは、１年生、２年生も進級だな、ということ。

先輩と呼ばれることになる１年生、最高学年になる２年生。 

先日、「英語検定受けましたか」と問うと、「５級を受けま

した」「４級です」と１年生。２年生の中には「準２です」

の返事も。頑張っている生徒がいる、このこと。川越校外学

習、スキー教室の成果を基に、３学期のスパートへ。 大い

なる成長を期待しています。 

さて、文字通りのラストスパートは３年生、「進路実現」、

この一語。 

 宮本武蔵は、数十人の相手との戦いに向かう途中、道端の

祠を目にします。思わず額ずき、手を合わせ、戦勝を祈願し

ようと・・・・。その時、我に返り、祈願を止める。 

「戦いは、我一人。他に頼っては、自分の心が乱れる。」と。 

きっと、 

自分だけで戦うのだと言い聞かせて、戦意と覚悟を奮い立た

せたのでしょう。 

受験も試験場ではただ一人、孤独なもの。頼れるのは自分

一人です。また、武蔵は、「我。事において後悔せず」とも

言っています。これは、準備をよく行い、最善が尽くすため

の心の持ち方と万全の用意の大切さを諌めた言葉であると思

います。 

県公立出願（2/17・18）、学力検査(2/28,3/2)、発表(3/9)。

進路実現に向け挑戦の時に臨みます。何より、自分の力で難

問を突破しなくてはなりません。準備には精一杯、取り組み

ましょう。 

清作の言葉とは異なるでしょうが、胸に秘めたる決意には

共通する心があるはず。頑張れ、川中生。 
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では、「進学・進級の準備」「計画的な学習努力」を話題

に、２月の学校生活への励ましの言葉をおかけください。  

＜２月の教育活動予定＞ ＜競 書 会＞ 
 
 １月８日（水）に行いました。 
 写真を撮るのを躊躇するほ
ど、真剣な雰囲気でした。冬休
みにもたくさんの練習をして
いたことでしょう。 
 結果は、裏面の通りです。 
 
１月９日（木）避難訓練 
 地震や天候不順による災害
など、私たちの身の回りにはた
くさんの危険が潜んでいます。
訓練したことを、いざという時
の「命を守る」行動に生かせる
ようにしておきましょう。 
 
 

＜１年スキー教室＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１月１９日（日）～２１日（火）、長野県志賀高原へ１年

生がスキー教室に行ってきました。大きなケガや体調不良者
もなく、参加者全員が３日間、元気に過ごしてきました。 
 笑顔と絆、そして団結力を今後に生かしていきましょう。 
 

＜２年川越校外学習＞ 
 

 １月２１日（火）、２年生は川越
校外学習を行いました。 
 「仲間と感じる川越の歴史、文化、
町なみ．．．」のスローガンのもと、
班活動を通して２年生の力を発揮
して帰ってきました。 
 

＜令和２年度新入生保護者説明会＞ 
 

 １月３１日（金）新入生保護者
会がおこなわれました。 
 ６年生は、３時間目から合同
学習会、給食、入学説明会後、 
部活体験を行い、下校しました。
２ヶ月後の入学を楽しみにして
います。 
 
お知らせ 
 令和２年度の自転車総合保険について、 
裏面に紹介します。 
 現１，２年生は来年度もＰＴＡ会費より 
一括加入しますのでご承知おきください。 

日 曜 行 事 等 
部活動 

朝 放 

１ 土    

２ 日    

３ 月 全校朝会 ３年三者面談（４時間）① × 〇 

４ 火 ふれあい赤ちゃん体験❷❸ ３年三者面談（４時間）② 〇 〇 

５ 水 専門委員会 特別日課 × × 

６ 木 ３年三者面談（４時間）③ 〇 〇 

７ 金  〇 〇 

８ 土    

９ 日 
吹奏楽部バレンタインコンサート 

川里農業研修センター   会場13:00   開演13:30 
  

1０ 月 学年朝会 〇 〇 

1１ 火 建国記念の日   

1２ 水  × × 

1３ 木 ３年期末テスト 〇 〇 

1４ 金 ３年期末テスト 〇 〇 

1５ 土    

1６ 日    

1７ 月 県公立高校出願日 〇 〇 

1８ 火  〇 〇 

1９ 水 なかよし作品展（ゆりのき） 〇 〇 

２０ 木 
県公立高校志願先変更期間(～21日） 

テスト前部休（～28日朝） 
× × 

２１ 金  × × 

２２ 土    

２３ 日 天皇誕生日（英検二次）   

２４ 月 振替休日   

２５ 火 学校関係者評価委員会 × × 

２６ 水  × × 

２７ 木 １，2年期末テスト × × 

２８ 金 県公立高校学力検査１，２年期末テスト × 〇 

２９ 土    

＜３月の主な行事予定＞ 
12日（月）県公立高校実技検査・面接 
13日（火）専門委員会 特別日課 
14日（水）全校朝会 県公立高校追検査  
15日（木）３年生を送る会 特別日課 
16日（金）生徒総会❺ 
17日（土）パンジーマラソン 
18日（日）北辰テスト 
19日（月）県公立高校入学許可候補者発表 
10日（火）卒業式予行❶❷❸ 
11日（水）学年朝会 
12日（木）式・合唱練習❶ 卒業式準備❺❻  ３年給食最終日 
13日（金）第６０回卒業証書授与式 
16日（月）１，２年合同朝会 
17日（火）２年学年末保護者会❻ 
19日（木）１年学年末保護者会❻ ＰＴＡ運営委員会 
20日（金）春分の日 
24日（火）期末短縮 給食最終日 小学校卒業式 
25日（水）期末短縮  
26日（木）修了式 27日（金） ※学年末休業日（～３１日） 
31日（火）吹奏楽部 スプリング・ウインド・フェスティバルVo.2 開場12:30開演13:00 クレアこうのす 

鴻巣市立川里中学校 

平成３０年 ４月１日    

第１号 

志を得ざれば、再び此地を踏まず （野口英世） 

願わくば 花の下にて 春生きん その如月の 望月のころ  （西行にしかられそうです） 

川里中だより 

自ら学ぶ力を高め人間性を高める生徒を育成する川里中 

令和２年２月１日 

第 １０ 号 

野口英世の時代、明治中ごろの学校制度 

 尋常小学校  ４年  7～10   現在の小 1～ 4 

 高等小学校  ２年  11～12     小 5～ 6 

 中等学校   ５年  13～17      中１～高 2 

 高等学校   ３年  18～20     高 3～大 2 

 大学     ４年  21～24歳      大 3～ 

 

義務教育は、尋常小学校までの４年間。高等小学校

へ進学するのは、一部の裕福な家庭に限られていまし

た。多くの子が、小学校５年生の時から社会に出たの

ですね。 

現代、義務教育は９年間。高校、大学にも多くの人

が進学しています。 

学びたいと考えている者にとっては恵まれている

時代です。川中生の皆さんは、良い時代に生まれた、

ということですよ。 

 


